
に取り組みます。 や民間スポーツ施設の活用を図りスポーツ活動の環境づくりに取り組ん
・施設の整備・充実では、公民館、図書館、鳥の博物館など施設・機能の充実に努めます。適正な維持管理や計画的 だ。
な修繕を行うとともに、学校施設や既存施設を有効活用し、身近な学習の場の確保に努めます。 ・五本松運動広場改修に向けてＪＦＡ等の協力を得ながら計画づくりに
・学習で得た知識や経験を社会で活かすしくみづくりを進め、まちづくり活動へと発展するよう支援します。また、 取り組んだ。
子どもの成長と自立への支援のため子ども部と連携し、地域の子ども関係団体の活動を支援します。
・新たな文化交流拠点施設の整備に向けて取り組みます。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
●文化芸術活動への支援と地域文化の継承
・市民が文化芸術に触れ、参加できる機会を充実するとともに、文化芸術活動の創出や地域固有の文化の保存・継承 生涯学習基本計画に基づき、関係各課と密接に連携しながら施策を推進
に取り組みます。 した。概ね部の運営方針に沿って事業を展開することができた。
・旧井上家住宅をはじめとした史跡や文化的資源の保存・活用を図るとともに、白樺文学館、杉村楚人冠記念館、旧 ●生涯学習環境の充実では

様

、各課が様々な場所で

式

連携しながら様々な講

第

村川別荘を「我孫子の

１

大正・昭和文化遺産」

号

として、相互補完と連

部

携強化を進め、創造的

の

文化の歴史を体感する

運

空間 座やイベントに取

営

り組んだ。また、計画

方

的な施設維持管理のた

針

め、公民
づくりを通じ

・

て魅力向上を図る等、

課

さらに効果的な事業運

の

営に取り組みます。 館

目

、図書館、市民体育館

標

、鳥の博物館の長寿命

設

化計画を策定した。
●

定

スポーツの振興 ●文化

書

芸術活動への支援と地

(

域文化の継承では、特

平

に文化財保存活用地
・

成

体育協会、スポーツ少

3

年団、スポーツ推進委

1

員など地域の人材と連

年

携したイベントの実施

度

、総合型地域スポーツ

)

ク 域計画の作成や、文

部

化祭や共催・後援の見

コ

直しに取り組んだ。
ラ

ー

ブの活動支援などを通

ド

して、子どもから高齢

1

者まで誰もが身近な場

6

所でスポーツを楽しみ

部

、健康な生活が送れる

　

よ ●スポーツの振興で

名

は、台風やコロナ禍の

生

下、連絡を密にしなが

涯

ら指定
う生涯スポーツ

学

の推進を図ります。ま

習

た、生涯スポーツを支

部

える指導者の育成に関

部

係団体等と連携し取り

長

組みます。 管理者制度

名

による体育施設の運営

木

、施設の修繕を行った

下

。また、総合型
・東京

　

２０２０参画プログラ

登

ムへの参加や関連事業

志

の実施など、東京２０

子

２０オリンピック・パ

１

ラリンピック競技大 地

．

域スポーツクラブを始

部

めとしたスポーツ団体

の

の支援に取り組んだ。

運

会の機運を高める事業

営

を関係各課や団体と連

方

携して取り組みます。

針

・東京２０２０オリン

(

ピック・パラリンピッ

予

ク関連イベントや市制

算

施行
・体育施設の整備

編

・充実を図るとともに

成

、学校体育施設開放の

・

適切な管理運営、民間

実

スポーツ施設の活用や

施

近隣市の ５０周年記念

計

事業の検討を進めるこ

画

とができた。
スポーツ

策

施設との相互利用によ

定

るスポーツ・レクリエ

方

ーション活動の環境づ

針

くりに取り組みます。

な

・新たなサッカー場整

ど

備に向けて五本松運動

を

広場の改修に取り組み

踏

ます。

課コード 02 課

ま

　名 文化・スポーツ課

え

課長名 小林　由紀夫

２

て

．課の目標（部の運営

、

方針を受けて課の取組

基

方針を記入） 部の運営

本

方針に対する課の目標

計

への取組結果

〇市制５

画

０周年に向けた記念事

の

業の検討 〇市制５０周

分

年に向けた記念事業の

野

検討
・平成３２年の市

別

制５０周年に向けて、

計

子ども達の思い出に残

画

る記念事業の実施を検

や

討します。 ・生涯学習

重

課と連携を図り山下清

点

展の開催を検討し関係

ﾌ

者と協議を図っ
〇文化

ﾟ

芸術活動への支援と地

ﾛ

域文化の継承 た。
・市

ｼ

民が文化芸術に触れる

ﾞ

・参加する機会、また

ｪ

、創造する機会として

ｸ

市民文化祭の開催や市

ﾄ

民の自主的な活動を促

、

〇文化芸術活動への支

所

援と地域文化の継承
進

管

するため共催・後援事

に

業の充実を図ります。

係

・市民文化祭・子ども

る

の舞台鑑賞・市民コン

部

サートの開催を通して

の

市民
・地域固有の文化

運

である伝統文化の保存

営

・継承を図るため、郷

方

土芸能祭を開催し、郷

針

土芸能活動団体や小中

に

学生を含 が文化芸術に

対

触れる機会を創出した

す

。
む後継者の育成を支

る

援します。 ・郷土芸能

課

祭を開催し伝統文化の

の

保存・継承を図った。

目

・旧井上家住宅をはじ

標

めとする文化財資源の

へ

保存・活用に努め、継

の

承していきます。 ・文

取

化財展の開催、白樺文

組

学館・杉村楚人冠記念

結

館・旧村川別荘を活用

果

・白樺文学館、杉村楚

　

人冠記念館、旧村川別

　

荘を「我孫子の大正・

分

昭和文化遺産」と位置

野

付け、一体のものとし

別

て連 し様々な企画展を

基

開催、また、市民図書

本

館と連携した事業を実

計

施し効果
携するととも

画

に、所蔵する資料の効

の

果的活用と各施設の効

目

果的な運営を行います

標

。 的に魅力発信を行え

を

た。
・市史資料調査や

考

埋蔵文化財の発掘調査

慮

を通じて得た歴史資料

し

を基に、我孫子の歴史

て

について市のホームペ

、

ージ、湖 ・全市的に文

部

化財の保存と活用が図

の

れるよう、文化財保存

目

活用地域計画
北郷土資

標

料室、文化財展等で分

を

かりやすく情報発信し

達

ていきます。 の策定に

成

取り組んだ。
〇スポー

す

ツの振興 〇スポーツの

る

振興
・体育協会・スポ

た

ーツ少年団による競技

め

大会の開催やスポーツ

の

推進委員・総合型地域

方

スポーツクラブによる

針

地域スポ ・市スポーツ

を

協会と連携を図り市民

記

体育大会を開催。共催

入

事業として、
ーツイベ

)

ント等をとおして生涯

教

スポーツの推進に取り

育

組みます。 市民スポー

大

ツフェスタ・新春マラ

綱

ソン大会の開催をし生

に

涯スポーツの推
・スポ

基

ーツ指導者養成講座を

づ

開催し生涯スポーツを

き

支える人材の育成を図

、

ります。 進に取り組ん

市

だ。
・２０２０東京オ

民

リンピック・パラリン

が

ピックに向けて事前キ

生

ャンプ招致やボランテ

涯

ィア養成講座の開催を

に

とおして ・共催事業と

わ

し、スポーツ推進委員

た

、スポーツ協会と共に

っ

と大人のスポ
機運の醸

て

成を図ります。 ーツテ

生

ストを実施し市民の健

き

康への意識向上を図っ

生

た。
・市民体育館を始

き

めとした体育施設の維

と

持補修、学校体育施設

く

開放事業、民間スポー

ら

ツ施設、近隣市のスポ

す

ーツ施設 ・日本トップ

た

リーグ連携機構との共

め

同開催で、ボールゲー

の

ムフェスタを
相互利用

学

などをとおしてスポー

習

ツ活動の環境づくりに

体

取り組みます。 開催し

制

子どもたちにスポーツ

の

の素晴らしさを伝えた

充

。
・五本松運動広場の

実

改修について、日本サ

を

ッカー協会などの協力

図

を得ながら整備手法な

る

どの検討に取り組みま

施

す。 ・東京オリンピッ

策

ク・パラリンピックに

や

向けて市内中学校にパ

事

ラアスリ
ートを招き競

業

技を一緒に体験するこ

を

とで、パラリンピック

推

競技の理解を
深めるこ

進

とができた。
・指導者

し

養成講座、ボランティ

ま

ア養成講座を開催し生

す

涯スポーツを支え
る人

。

材の育成を図った。
・

●

市内スポーツ施設の維

文

持補修を計画的に行い

化

スポーツ活動の環境づ

芸

く
りを進めた。
・指定

術

管理者制度を利活用し

活

、多彩な事業を展開し

動

市民の健康増進・保
持

へ

に寄与した。

３．課の

の

目標を達成する上での

支

課題と対応（人員の配

援

置、組織のあり方など

と

）

・文化芸術活動への

地

支援の充実に向けて体

域

制を整える必要がある

文

。
・公共工事・民間開

化

発工事に伴う遺跡発掘

の

調査、旧井上家住宅の

継

保存整備工事、体育施

承

設の維持・管理、大規

で

模改修
など新たな展開

は

が予測されるため、遺

、

跡発掘調査、建築・土

文

木の設計監理のできる

化

専門的知識を持った職

祭

員の日常的
な参画が必

や

要である。また、市内

郷

に残された古文書など

土

の市史資料の解析とデ

芸

ジタル化を担当する職

能

員の配置が必要
である

祭

。

４．原因分析・改善

、

策

（課長） （部長）
・

ま

前年度に引き続き文化

た

振興事業全般を見直し

、

し、若干の課題はある

第

が、文化祭、子どもの

三

舞台 ・前例にとらわれ

次

ることなく時代に即し

生

た見直しを行っている

涯

。将来を見据えて関係

学

団体・関係
鑑賞につい

習

ては、実行委員会の規

推

約改正など成果が上が

進

った。今後は、市民文

計

化祭の運営方法に 機関

画

と必要な調整を行いな

に

がら引き続き取り組ん

掲

でいく。
ついて持続可

げ

能なものとするための

る

検討を文化団体ととも

「

に協議していく。共催

学

事業のあり方を ・課題

び

である五本松運動広場

、

や旧井上家住宅、白樺

活

文学館などの施設・設

か

備についても後年度負

し

整理する必要があるた

、

め市長部局と調整を図

つ

る。 担やコスト削減も

な

念頭に整備に向けた取

が

り組みを引き続き行っ

る

ていく。
・文化財保存

ま

活用地域計画について

ち

策定委員会を立ち上げ

　

検討に入り、来年度の

我

策定完了を目指
す。
・

・

五本松運動広場改修工

孫

事に向けて来年度以降

・

、具体的な検討を行っ

子

ていく

５．課の目標を

」

達成するために取り組

の

む事務事業

事務事業名

基

（個別事業） 重プ 施策

本

指標 単位 現況値 目標値

方

実績値 達成率(％) 評

針

価該当 コード

1 ふれあ

を

いキャンプ場管理運営

踏

重２ 11202 キャン

ま

プ場の利用者数 人 8,

え

597 8,500 8,

、

597 101.14 現

市

状

2 文化事業市民スタ

民

ッフの活用 重無 531

一

01 事業へのスタッフ

子

の協力者数 人 84 12

ど

0 84 70 現状

3 文化

も

芸術団体活動支援 重無

の

53101 参加者（鑑

舞

賞者）数（共催してい

台

る事業の参加者数） 人

鑑

48,579 59,0

賞

00 48,579 82

な

.34 見直し

4 文化芸

ど

術振興基本方針の推進

自

重無 53101 推進し

主

た進捗率 ％ 100 10

事

0 100 100 その他

業

5 市民コンサート 重無

を

53102 来場者数 人

行

897 950 897 9

う

4.42 結合

6 文化祭

と

重無 53102 参加者

と

数 人 3,624 4,9

も

00 3,624 73.

に

96 結合

7 めるへん文

、

庫 重無 53101 応募

共

作品数 編 159 190

催

159 83.68 現状

・

8 子どものための舞台

後

鑑賞事業 重無 5310

援

2 入場者数 人 181 4

事

00 181 45.25

業

現状

9 寄贈絵画の保存

を

と活用 重無 53102

実

入場者数 人 0 1,00

施

0 0 0 現状

10 市民参

人

加型コンサート 重無 5

ひ

3102 主催事業実施

と

回数 回 1 1 1 100 現

り

状

が生涯にわたって学習を継続し、その成果を活かし、学習を通してつながるまちを目指して、関係各課との した。また、白樺文学館、杉村楚人冠記念館等の施設相互連携を図るこ
密接な連携のもとに、生涯学習施策の推進に取り組みます。 とや企画展の開催を通して魅力向上を図った。
●生涯学習環境の充実 ●スポーツの振興では、関係団体と連携してイベントを開催し生涯スポ
・公民館、図書館、鳥の博物館などでは、市民の学習ニーズに対応した学習機会を提供するとともに、地域特性や社 ーツの推進を図った。
会動向に配慮した学習機会の充実に努めます。また、学習情報の提供・学習相談等により、自主的な学習活動を支援 ・オリンピック・パラリンピック大会の機運を高めるため、市内中学校
します。平成３２年の市制施行５０周年に向けて、記念事業の実施を検討・準備します。 と連携して、パラリンピック選手を招き競技を体験する事業を実施。
・「我孫子市子ども読書活動推進計画」に基づき、すべての子どもがあらゆる機会と場所で自主的に読書活動を行う ・市民体育館大規模改修工事に向けて実施設計を行った。学校施設開放
ことができるよう、学校及び関係機関等とより連携を強めながら積極的にそのための環境整備



動

一般開放の推進 重無 5

の

1301 一般開放して

保

いる近隣市町・民間企

護

業等の体育施設の数 施

育

設 3 3 3 100 現状

成 重

26 健康スポーツ

無

普及事業 重５ 5130

5

2 イベント参加者数 人

3

7,553 11,00

2

0 7,553 68.6

0

6 現状

1

27 スポ

郷

ーツ振興事業 重無 51

土

303 交付人数 人 14

芸

2 150 142 94.

能

67 現状

祭

28 文

参

化財施設の管理・活用

加

重２ 53301 年間来

者

場者数（旧村川別荘）

数

人 4,615 4,80

人

0 3,523 73.4

1

現状

0

29 旧井上

5

家住宅の保存と活用 重

1

２ 53301 期間：平

0

成３１年６月から平成

0

３２年９月 ％ 0 70 7

1

0 100 現状

0

3

5

0 武道施設の建設整備

1

の検討 重無 51301

0

整備計画の進捗率 ％ 0

5

100 0 0 現状

現状

31 公共事業発掘調査 重無 53302 発掘調査実施件数 件 1 1 1 100 現状

32 市民体育館管理運営 重無 51301 体育館施設の利用者数 人 163,005 175,000 163,005 93.15 現状

33 市民体育館維持補修 重無 51301 維持補修進

1

捗率 ％ 100 100 1

2

00 100 現状

不特

34 市民体育館改修事

定

業 重無 51301 改修

遺

工事進捗率 ％ 100 1

跡

00 100 100 現状

発掘

35 東京２０２

調

０オリンピック・パラ

査

リンピックに向けた取

重

組み 重無 43101 ス

無

ポーツボランティア養

5

成講座受講者数 人 19

3

40 19 47.5 現状

30

36 文化財保存

2

活用地域計画の推進 重

発

２ 53301 文化財保

掘

存活用計画の策定 ％ 0

調

80 80 100 現状

査実施率（実施件数

５

／発掘調査しなければ

．

ならない件数） % 10

課

0 100 100 100

の

現状

目

13 文化財

標

の指定調査と保存支援

を

重２ 53301 指定件

達

数（累計）平成３１年

成

度 件 16 17 17 10

す

0 現状

る

14 民間

た

開発発掘調査 重無 53

め

302 発掘調査実施率

に

（実施件数／発掘調査

取

しなければならない件

り

数） ％ 100 100 1

組

00 100 現状

む事

15 考古遺物整理 重無

務

53302 刊行冊数（

事

累計） 冊 61 63 63

業

100 現状

事

16

務

文化財説明板・誘導板

事

の整備 重無 53303

業

説明板・誘導板の設置

名

数（累計） 基 72 74

（

76 102.7 現状

個別

17 文化財展示会

事

の実施 重無 53303

業

文化財展示会来場者数

）

人 954 1,100 1

重

,467 133.36

施

現状

施

18 電脳考

策

古博物館の運営 重無 5

指

3303 電脳考古博物

標

館アクセス件数 件 98

単

,373 110,00

位

0 150,481 13

現

6.8 現状

況

19

値

市史調査研究 重無 53

目

302 市史関係図書の

標

刊行数 冊 83 85 86

値

101.18 現状

実績

20 杉村楚人冠邸の

値

保存と活用 重２ 533

達

01 年間入場者数 人 3

成

,194 4,000 2

率

,612 65.3 現状

(％

21 白樺文学館

)

の運営 重２ 53301

評

年間入場者数 人 4,7

価

54 5,000 4,7

該

03 94.06 現状

当 コ

22 体育施設管理

ー

運営事業 重無 5130

ド

1 体育施設の延べ利用者数 人 74,980 100,000 74,980 74.98 現状

23 学校体育施設開放事業 重無 51301 延べ利用者数 人 0 210,000 198,462 94.51 現状

24 体育施設維持補修（含む放射能対

1

策） 重無 51301 維

1

持補修の進捗率 % 10

郷

0 100 100 100

土

現状

芸

25 近隣市

能

町との体育施設の相互

活

利用・民間体育施設の



くり活動へと発展するよう支援します。また、
子どもの成長と自立への支援のため子ども部と連携し、地域の子ども関係団体の活動を支援します。
・新たな文化交流拠点施設の整備に向けて取り組みます。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
●文化芸術活動への支援と地域文化の継承
・市民が文化芸術に触れ、参加できる機会を充実するとともに、文化芸術活動の創出や地域固有の文化の保存・継承 生涯学習基本計画に基づき、関係各課と密接に連携しながら施策を推進
に取り組みます。 した。概ね部の運営方針に沿って事業を展開することができた。
・旧井上家住宅をはじめとした史跡や文化的資源の保存・活用を図るとともに、白樺文学館、杉村楚人冠記念館、旧 ●生涯学習環境の充実では、各課が様々な場所で連携しながら様々な講
村川別荘を「我孫子の大正・昭和文化遺産」として、相互補完と連携強化を進め、創造的文化の歴史を体感する空間 座やイベントに取り組んだ。また、計画的な施設維持管理のため、公民
づくりを通じて魅力向上を図る等、さらに効果的な事業運営に取り組みます。 館、図書館、市民体育館、鳥の博物館の長寿命化計画を策定した。
●スポーツの振興 ●文化芸術活動への支援と地域文化の継承では、特に文化財保存

様

活用地
・体育協会、ス

式

ポーツ少年団、スポー

第

ツ推進委員など地域の

１

人材と連携したイベン

号

トの実施、総合型地域

部

スポーツク 域計画の作

の

成や、文化祭や共催・

運

後援の見直しに取り組

営

んだ。
ラブの活動支援

方

などを通して、子ども

針

から高齢者まで誰もが

・

身近な場所でスポーツ

課

を楽しみ、健康な生活

の

が送れるよ ●スポーツ

目

の振興では、台風やコ

標

ロナ禍の下、連絡を密

設

にしながら指定
う生涯

定

スポーツの推進を図り

書

ます。また、生涯スポ

(

ーツを支える指導者の

平

育成に関係団体等と連

成

携し取り組みます。 管

3

理者制度による体育施

1

設の運営、施設の修繕

年

を行った。また、総合

度

型
・東京２０２０参画

)

プログラムへの参加や

部

関連事業の実施など、

コ

東京２０２０オリンピ

ー

ック・パラリンピック

ド

競技大 地域スポーツク

1

ラブを始めとしたスポ

6

ーツ団体の支援に取り

部

組んだ。
会の機運を高

　

める事業を関係各課や

名

団体と連携して取り組

生

みます。 ・東京２０２

涯

０オリンピック・パラ

学

リンピック関連イベン

習

トや市制施行
・体育施

部

設の整備・充実を図る

部

とともに、学校体育施

長

設開放の適切な管理運

名

営、民間スポーツ施設

木

の活用や近隣市の ５０

下

周年記念事業の検討を

　

進めることができた。

登

スポーツ施設との相互

志

利用によるスポーツ・

子

レクリエーション活動

１

の環境づくりに取り組

．

みます。
・新たなサッ

部

カー場整備に向けて五

の

本松運動広場の改修に

運

取り組みます。

課コー

営

ド 04 課　名 鳥の博物

方

館 課長名 木下　登志子

針

２．課の目標（部の運

(

営方針を受けて課の取

予

組方針を記入） 部の運

算

営方針に対する課の目

編

標への取組結果

・地域

成

の自然を客観的に理解

・

できるように、鳥類の

実

科学を通じたグローバ

施

ルな視点と、身近な鳥

計

の生態観察を通じた 学

画

芸員の欠員が生じてい

策

る中でも、博物館活動

定

を通じて概ね地域の自

方

然
ローカルな視点との

針

両面からの情報収集と

な

提供を行います。 につ

ど

いて客観的に伝えるこ

を

とが出来た。
・目標を

踏

定めた鳥類標本の収集

ま

活動を実施するととも

え

に、収蔵標本は人類の

て

共有財産という視点か

、

ら恒久的な維持管 ・鳥

基

類標本については着実

本

に収集することができ

計

たが、収集した鳥類の

画

理と情報提供に努めま

の

す。 標本作成には手が

分

十分回らなかった。
・

野

鳥類の生息状況のモニ

別

タリング調査を継続し

計

、地域の自然環境の変

画

化をとらえることがで

や

きるようにします。 ・

重

地域の自然環境の変化

点

を知るデータとなる鳥

ﾌ

類の生息状況のモニタ

ﾟ

リ
・市民が、鳥を通じ

ﾛ

て、地域の自然に愛着

ｼ

を持てるような環境学

ﾞ

習活動を展開します。

ｪ

ング調査を行った。
・

ｸ

関連施設との交流・情

ﾄ

報交換を行い、各方面

、

に開かれた博物館を目

所

指します。 ・関係施設

管

と連携を図り、企画展

に

や講演会を行った。
・

係

手賀沼周辺の自然環境

る

を体験的に理解できる

部

ような環境学習活動を

の

行います。 ・
・市民ス

運

タッフや友の会会員を

営

中心に、市民との協働

方

事業を展開します。 ・

針

市民スタッフや友の会

に

と連携しながら環境学

対

習事業を展開した。
・

す

地域の小中学校の利用

る

を促進するため、授業

課

で使いやすいプログラ

の

ムを提示します。 ・博

目

学連携による学習支援

標

は行えなかった。
・博

へ

物館施設の適切な維持

の

管理に努めます。 ・博

取

物館展示のリニューア

組

ルに向けた取り組みは

結

滞ったものの施設の長

果

寿命化計画を作成した

　

。
・コロナウィルス感

　

染症の影響で3月には

分

施設一時休館を余儀な

野

くされ
た。

３．課の目

別

標を達成する上での課

基

題と対応（人員の配置

本

、組織のあり方など）

計

開館以来29年以上経

画

過し、科学の進歩と展

の

示技術の発展に合わせ

目

た展示のリニューアル

標

が必要であるが多大な

を

コスト
がかかる。学芸

考

スタッフの人員を維持

慮

しつつ、中長期的な計

し

画を立案し段階的な実

て

現を目指すとともに、

、

博物館周辺
の自然環境

部

を活用した体験型の環

の

境学習を発展させる。

目

また、友の会や市民ス

標

タッフ、山階鳥類研究

を

所など関連機関
との連

達

携・協働をはかり、提

成

供できる情報の質と量

す

ともに充実させ、市民

る

にとって魅力ある博物

た

館運営へと発展させ
る

め

。

４．原因分析・改善

の

策

（課長） （部長）
展

方

示の情報が古くなって

針

おり、展示内容の更新

を

は急務である。また、

記

学芸員の補充がない中

入

でこ 展示のリニューア

)

ルは急務であると考え

教

る。補助制度を利用し

育

て財源を確保すること

大

も視野に早
れまでどお

綱

りの業務遂行は厳しい

に

状況である。人員配置

基

を要望するのと並行し

づ

て懸案となってい 期に

き

リニューアルの基本計

、

画策定を進める必要が

市

ある。
る施設のリニュ

民

ーアルについては、あ

が

るべき展示についてコ

生

ンセプトの確認や事業

涯

財源について
課内で情

に

報共有し、検討に向け

わ

動き出す必要がある。

た

５．課の目標を達成す

っ

るために取り組む事務

て

事業

事務事業名（個別

生

事業） 重プ 施策 指標 単

き

位 現況値 目標値 実績値

生

達成率(％) 評価該当

き

コード

1 てがたん 重２

と

11203 平均事業参

く

加人数 人 31 24 31

ら

129.17 現状

2 あ

す

びこ自然観察隊 重２ 1

た

1203 平均事業参加

め

人数 人 18 24 18 7

の

5 現状

3 ジャパンバー

学

ドフェスティバル 重２

習

11203 参加団体数

体

団体 189 162 18

制

9 116.67 現状

4

の

室内啓発イベント 重２

充

11203 事業参加人

実

数 人 1,588 1,4

を

00 1,588 113

図

.43 現状

5 常設展の

る

充実 重無 51103 来

施

館者数 人 32,580

策

37,000 32,5

や

80 88.05 現状

6

事

企画展の実施 重無 51

業

103 来館者数 人 32

を

,580 37,000

推

32,580 88.0

進

5 現状

7 ミュージアム

し

ショップの充実 重２ 1

ま

1203 売上高 円 3,

す

405 3,960 3,

。

405 85.98 現状

職

8 博物館施設設備の維

員

持管理 重無 51103

が

入館者数 人 32,58

少

0 37,000 32,

な

580 88.05 現状

く

9 友の会・市民スタッ

な

フの活動支援 重無 51

る

103 友の会・市民ス

中

タッフの登録人数 人 3

で

21 390 321 82

も

.31 現状

10 鳥類生

、

息状況調査 重無 512

市

01 調査回数 回 14 2

民

4 14 58.33 現状

スタッフと連携して情報共有に努め、展
また、第三次生涯学習推進計画に掲げる「学び、活かし、つながるまち　我・孫・子」の基本方針を踏まえ、市民一 示解説や自然観察会などを工夫しながら学習機会・学習体制の充実に取
人ひとりが生涯にわたって学習を継続し、その成果を活かし、学習を通してつながるまちを目指して、関係各課との り組んだ。また、山階鳥類研究所などと共催で講座や企画展を実施した
密接な連携のもとに、生涯学習施策の推進に取り組みます。 。
●生涯学習環境の充実 来館者が安全に利用できるよう機能維持に努めた。
・公民館、図書館、鳥の博物館などでは、市民の学習ニーズに対応した学習機会を提供するとともに、地域特性や社
会動向に配慮した学習機会の充実に努めます。また、学習情報の提供・学習相談等により、自主的な学習活動を支援
します。平成３２年の市制施行５０周年に向けて、記念事業の実施を検討・準備します。
・「我孫子市子ども読書活動推進計画」に基づき、すべての子どもがあらゆる機会と場所で自主的に読書活動を行う
ことができるよう、学校及び関係機関等とより連携を強めながら積極的にそのための環境整備に取り組みます。
・施設の整備・充実では、公民館、図書館、鳥の博物館など施設・機能の充実に努めます。適正な維持管理や計画的
な修繕を行うとともに、学校施設や既存施設を有効活用し、身近な学習の場の確保に努めます。
・学習で得た知識や経験を社会で活かすしくみづくりを進め、まちづ



資料の収集 重無 51201 製作標本数 点 2,813 2,900 2,813 97 現状

12 図書・映像資料の整理とデータ作成 重無 51201 書籍蔵書数

５

冊 4,506 4,05

．

0 4,506 111.

課

26 現状

の

13 常

目

設展示リニューアル 重

標

無 51103 文献等資

を

料数 点 86 90 86 9

達

5.56 現状

成するために取り組む事務事業

事務事業名（個別事業） 重施 施策 指標 単位 現況値 目標値 実績値 達成率(％) 評価該当 コード

11 鳥類標本・



に努めます。
・学習で得た知識や経験を社会で活かすしくみづくりを進め、まちづくり活動へと発展するよう支援します。また、
子どもの成長と自立への支援のため子ども部と連携し、地域の子ども関係団体の活動を支援します。
・新たな文化交流拠点施設の整備に向けて取り組みます。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
●文化芸術活動への支援と地域文化の継承
・市民が文化芸術に触れ、参加できる機会を充実するとともに、文化芸術活動の創出や地域固有の文化の保存・継承 生涯学習基本計画に基づき、関係各課と密接に連携しながら施策を推進
に取り組みます。 した。概ね部の運営方針に沿って事業を展開することができた。
・旧井上家住宅をはじめとした史跡や文化的資源の保存・活用を図るとともに、白樺文学館、杉村楚人冠記念館、旧 ●生涯学習環境の充実では、各課が様々な場所で連携しながら様々な講
村川別荘を「我孫子の大正・昭和文化遺産」として、相互補完と連携強化を進め、創造的文化の歴史を体感する空間 座やイベントに取り組んだ。また、計画的な施設維持管理のため、公民
づくりを通じて魅力向上を図る等、さらに効果的な事業運営に取り組みます。 館、図書館、市民体育館、鳥の博物館の長寿命化計画を策定した。

様

●スポーツの振興 ●文

式

化芸術活動への支援と

第

地域文化の継承では、

１

特に文化財保存活用地

号

・体育協会、スポーツ

部

少年団、スポーツ推進

の

委員など地域の人材と

運

連携したイベントの実

営

施、総合型地域スポー

方

ツク 域計画の作成や、

針

文化祭や共催・後援の

・

見直しに取り組んだ。

課

ラブの活動支援などを

の

通して、子どもから高

目

齢者まで誰もが身近な

標

場所でスポーツを楽し

設

み、健康な生活が送れ

定

るよ ●スポーツの振興

書

では、台風やコロナ禍

(

の下、連絡を密にしな

平

がら指定
う生涯スポー

成

ツの推進を図ります。

3

また、生涯スポーツを

1

支える指導者の育成に

年

関係団体等と連携し取

度

り組みます。 管理者制

)

度による体育施設の運

部

営、施設の修繕を行っ

コ

た。また、総合型
・東

ー

京２０２０参画プログ

ド

ラムへの参加や関連事

1

業の実施など、東京２

6

０２０オリンピック・

部

パラリンピック競技大

　

地域スポーツクラブを

名

始めとしたスポーツ団

生

体の支援に取り組んだ

涯

。
会の機運を高める事

学

業を関係各課や団体と

習

連携して取り組みます

部

。 ・東京２０２０オリ

部

ンピック・パラリンピ

長

ック関連イベントや市

名

制施行
・体育施設の整

木

備・充実を図るととも

下

に、学校体育施設開放

　

の適切な管理運営、民

登

間スポーツ施設の活用

志

や近隣市の ５０周年記

子

念事業の検討を進める

１

ことができた。
スポー

．

ツ施設との相互利用に

部

よるスポーツ・レクリ

の

エーション活動の環境

運

づくりに取り組みます

営

。
・新たなサッカー場

方

整備に向けて五本松運

針

動広場の改修に取り組

(

みます。

課コード 05

予

課　名 生涯学習課 課長

算

名 菊地　統

２．課の目

編

標（部の運営方針を受

成

けて課の取組方針を記

・

入） 部の運営方針に対

実

する課の目標への取組

施

結果

１．市民が学びた

計

いときに学べる学習機

画

会の充実 １　市民が学

策

びたいときに学べる学

定

習機会の充実
〇市民が

方

学びたいときに気軽に

針

学ぶことができるよう

な

、生涯学習出前講座や

ど

公民館の学級・講座の

を

実施、視聴覚機材 ア）

踏

年代別に設定した公民

ま

館の学級・講座や出前

え

講座を実施した。
等の

て

貸し出しなどにより学

、

習機会の充実を図りま

基

す。特に、社会教育主

本

事が中心となった企画

計

立案により幅広い世代

画

イ）少子化・高齢化・

の

貧困などの社会的な課

分

題に対応するよう、社

野

会教
が気軽に学べるよ

別

うに講座を拡充してい

計

きます。 育主事の会議

画

を定期的に開催した。

や

２．人づくり・まちづ

重

くりにつながる学習活

点

動への支援 ウ）生涯学

ﾌ

習に対する横断的な課

ﾟ

題の共有や情報共有の

ﾛ

ため、当課に所
〇市民

ｼ

の学習活動がまちづく

ﾞ

り活動として発展して

ｪ

いくよう、社会や地域

ｸ

の課題をテーマとした

ﾄ

学習事業や、時代の 属

、

する社会教育主事と学

所

芸員、図書館司書と有

管

資格者会議を定期的に

に

開
変化や市民ニーズに

係

合った学習事業を関係

る

課や市民活動団体など

部

、様々な主体と連携し

の

ながら実施します。 催

運

した。
〇学習した成果

営

を社会や地域の中で活

方

かせる人材を育成・発

針

掘するとともに、学習

に

成果を地域活動やまち

対

づくりに活 ２　人づく

す

り・まちづくりにつな

る

がる学習活動への支援

課

かせるきっかけづくり

の

を進めます。 ・学びの

目

成果を地域に活かせる

標

よう、熟年備学や長寿

へ

大学の講座に「地
〇市

の

制５０周年記念事業で

取

は、子どもたちの思い

組

出に残り、次の世代へ

結

とつながるような充実

果

した内容の企画を検討

　

域の担い手づくり」の

　

視点を設定し、実施し

分

た。
・準備します。 ３

野

　学習施設の整備・充

別

実
３．学習施設の整備

基

・充実 ア）アビスタの

本

設備の経年劣化に伴い

計

、オープンスペース床

画

、外壁等の
〇市民が身

の

近な場所で快適に学習

目

できるよう、生涯学習

標

センターや湖北地区公

を

民館などの学習施設の

考

適正な維持管理 修繕を

慮

行い、学習環境の充実

し

を図った。
を行うとと

て

もに、中長期的な視点

、

にたって計画的に修繕

部

を行います。 イ）地域

の

交流教室の適正な維持

目

管理を行った。
〇学校

標

施設などの既存施設の

を

有効利用を推進すると

達

ともに、地域交流教室

成

の適正な維持管理と活

す

用促進を図ります。 ウ

る

）文化交流拠点施設に

た

ついては、令和元年５

め

月にとりまとめた建設

の

構
〇新たな文化施設の

方

整備に向け、企画課と

針

連携して取り組むとと

を

もに、文化施設整備基

記

金の管理・運用を行い

入

ます。 想案に示されて

)

いる規模、機能につい

教

て関係団体から意見を

育

聴取した。
４．市民の

大

学習活動を支える体制

綱

の整備・充実 ４　市民

に

の学習活動を支える体

基

制の整備・充実
〇市民

づ

活動団体や大学、研究

き

機関などと連携しなが

、

ら、学習機会の情報や

市

講師などの人材情報、

民

学習の成果を活かす ア

が

）教育委員会と連携協

生

定を締結している中央

涯

学院大学や川村学園女

に

子
場の情報など、生涯

わ

学習に関するさまざま

た

な情報を収集し、広く

っ

市民に提供できる体制

て

の整備・充実を図りま

生

す。 大学と連携をして

き

、共催での講座を開催

生

した。
〇生涯学習に関

き

する多種多様な相談に

と

的確に対応できるよう

く

、相談体制の充実を図

ら

ります。 イ）千葉県高

す

等技術専門校と連携に

た

より、講座の実施及び

め

アビスタの樹
５．生涯

の

学習関連事業の進行管

学

理 木剪定などを生徒の

習

実習の一環として実施

体

した。
〇第三次生涯学

制

習推進計画とその前期

の

実施計画に基づいて、

充

市が実施する生涯学習

実

関連事業の進行管理を

を

行い、施策 ウ）市のホ

図

ームページやあびこ楽

る

校ニュース等で生涯学

施

習の情報を広く
の総合

策

的推進を図るとともに

や

、あびこ楽校事業のさ

事

らなる充実を図ります

業

。 提供した。
５　生涯

を

学習関連事業の進行管

推

理
ア）生涯学習審議会

進

を設置し、生涯学習施

し

策について、意見をい

ま

ただい
た。
イ）審議会

す

委員の研修会を近隣市

。

と連携して実施した。

◯

３．課の目標を達成す

学

る上での課題と対応（

級

人員の配置、組織のあ

・

り方など）

〇社会教育

講

主事を中心とした企画

座

運営体制にし、効率的

を

・効果的な事業を推進

計

できるようにする必要

画

がある。
〇市内の教育

通

機関と連携しながら、

り

効果的な公民館運営を

実

図っていく必要がある

施

〇アビスタ、湖北地区

す

公民館とも経年劣化が

る

目立っているため、効

と

率的に予算を執行して

と

いく必要がある。
〇高

も

齢化、少子化、貧困化

に

などの地域的な課題に

、

対する取り組みが必要

H

である。

４．原因分析

P

・改善策

（課長） （部

や

長）
・学級や講座を担

チ

当する嘱託職員につい

ラ

ては、令和２年度の会

シ

計年度任用職員制度へ

な

の移行に伴 ・長年の間

ど

に勤務実態と雇用形態

に

の乖離が生じてしまっ

よ

た社会教育指導員につ

り

いては、嘱託職員
い、

学

引き続き「公民館学級

習

・講座コーディネータ

ま

ー」として任用し、継

た

続して社会教育主事と

、

協 として雇用しなおし

第

、公民館コーディネー

三

ターとして学級・講座

次

運営にこれまでと同様

生

に取り組
力して学級や

涯

講座の運営を行ってい

学

く。 んでいる。実態に

習

そぐわない状況になっ

推

た時点で今後も雇用形

進

態や業務を見直してい

計

く。
・社会教育主事会

画

議を定期的に開催し、

に

eモニターなどの市民

掲

アンケート調査の結果

げ

を踏まえ学 ・社会教育

る

主事会議など、その専

「

門性を生涯学習事業に

学

生かす体制にしたこと

び

で時代に即した多
級や

、

講座の企画を継続して

活

検討していく。また、

か

平成３０年度に新たに

し

立ち上げた社会教育関

、

係 様な取り組みが可能

つ

となった。また、部内

な

の専門職の会議や市内

が

の大学、専門校との連

る

携など生
の有資格者会

ま

議を今後も継続的に実

ち

施し、横断的に効率の

　

良い事業の実施などに

我

ついて検討して 涯学習

・

事業の取り組みの多様

孫

性を今後も掘り下げて

・

いく。
いく。

５．課の

子

目標を達成するために

」

取り組む事務事業

事務

の

事業名（個別事業） 重

基

プ 施策 指標 単位 現況値

本

目標値 実績値 達成率(

方

％) 評価該当 コード

1

針

視聴覚機材等の貸出 重

を

無 51101 視聴覚機

踏

材等利用件数 件 273

ま

260 269 103.

え

46 現状

2 成人式 重無

、

51102 成人式への

市

出席率 ％ 72 70 72

民

102.86 現状

3 新

一

たな文化交流拠点施設

情

整備の検討 重無 531

報

01 市民に検討した内

の

容を示す機会の回数 回

提

1 1 6 600 現状

4 地

供

域交流教室の管理・運

に

営 重無 51103 地域

努

交流教室の利用率（総

め

使用コマ数／使用可能

、

コマ数） ％ 16 50 1

様

7 34 現状

5 出前講座

々

の運営 重無 51101

な

出前講座メニュー利用

年

者数 人 3,891 4,

齢

000 3,199 79

層

.98 現状

6 生涯学習

の

普及啓発事業 重無 51

市

201 生涯学習ニュー

民

ス発行回数 回数 2 2 2

が

100 現状

7 生涯学習

学

に関する情報提供と相

習

談対応 重無 51201

で

人材情報、団体・グル

き

ープ情報（ホームペー

る

ジ）へのアクセス数 件

よ

2,976 3,300

う

3,564 108 現状

に

8 のびのび親子学級 重

努

無 51102 受講者満

め

足度 % 99 85 104

た

122.35 現状

9 公

。

民館連絡協議会事務 重

人

無 51102 千葉県公

ひ

民館研究大会の参加者

と

数 人 0 324 0 0 現状

り

10 家庭教育学級 重無

が

51102 受講者満足

生

度(家庭教育の大切さ

涯

を感じ、実践した受講

に

生の割合 % 95 75 9

わ

5 126.67 現状

たって学習を継続し、その成果を活かし、学習を通してつながるまちを目指して、関係各課との ◯学んだことを活かすきっかけとなるよう、長寿大学、熟年備学で地域
密接な連携のもとに、生涯学習施策の推進に取り組みます。 での活動を促す講座を行った。
●生涯学習環境の充実 ◯軽微な不具合は早期に修繕するようにし、経年劣化の進む公民館、地
・公民館、図書館、鳥の博物館などでは、市民の学習ニーズに対応した学習機会を提供するとともに、地域特性や社 域交流教室の施設管理に努めた。
会動向に配慮した学習機会の充実に努めます。また、学習情報の提供・学習相談等により、自主的な学習活動を支援
します。平成３２年の市制施行５０周年に向けて、記念事業の実施を検討・準備します。
・「我孫子市子ども読書活動推進計画」に基づき、すべての子どもがあらゆる機会と場所で自主的に読書活動を行う
ことができるよう、学校及び関係機関等とより連携を強めながら積極的にそのための環境整備に取り組みます。
・施設の整備・充実では、公民館、図書館、鳥の博物館など施設・機能の充実に努めます。適正な維持管理や計画的
な修繕を行うとともに、学校施設や既存施設を有効活用し、身近な学習の場の確保



無 51102 学習内容に関心を持った学級生の割合 % 84 85 84 98.82 現状

12 長寿大学 重無 51102 地域活動への意識割合 % 75 75 75

５

100 現状

．

13

課

保育スタッフによる一

の

時保育事業 重無 511

目

01 保育利用者数 人 1

標

88 235 210 89

を

.36 現状

達

14

成

施設管理事務 重無 51

す

103 予定保守管理執

る

行率 % 100 100 1

た

00 100 現状

めに

15 湖北地区公民館の

取

運営 重無 51103 1

り

年間の延べ利用者数 人

組

162,267 156

む

,000 161,47

事

8 103.51 現状

務事

16 アビコでなん

業

でも学び隊 重無 511

事

01 満足度 ％ 99 96

務

106 110.42 現

事

状

業

17 生涯学習

名

推進計画の進行管理 重

（

無 51201 実施計画

個

に位置づけられた事業

別

の進捗率 ％ 100 10

事

0 100 100 現状

業） 重施 施策 指標 単位 現況値 目標値 実績値 達成率(％) 評価該当 コード

11 熟年備学 重



及び関係機関等とより連携を強めながら積極的にそのための環境整備に取り組みます。 修繕し、利用者にとって安全・安心で快適な施設環境の実現に努めた。
・施設の整備・充実では、公民館、図書館、鳥の博物館など施設・機能の充実に努めます。適正な維持管理や計画的 ・出張おはなし会や小中学校へ職員を派遣し、読み聞かせ研修を通じて
な修繕を行うとともに、学校施設や既存施設を有効活用し、身近な学習の場の確保に努めます。 、市民の自主的な学習活動を支援した。
・学習で得た知識や経験を社会で活かすしくみづくりを進め、まちづくり活動へと発展するよう支援します。また、
子どもの成長と自立への支援のため子ども部と連携し、地域の子ども関係団体の活動を支援します。
・新たな文化交流拠点施設の整備に向けて取り組みます。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
●文化芸術活動への支援と地域文化の継承
・市民が文化芸術に触れ、参加できる機会を充実するとともに、文化芸術活動の創出や地域固有の文化の保存・継承 生涯学習基本計画に基づき、関係各課と密接に連携しながら施策を推進
に取り組みます。 した。概ね部の運営方針に沿って事業を展開することができた。
・旧井上家住宅をはじめとした史跡や文化的資源の

様

保存・活用を図るとと

式

もに、白樺文学館、杉

第

村楚人冠記念館、旧 ●

１

生涯学習環境の充実で

号

は、各課が様々な場所

部

で連携しながら様々な

の

講
村川別荘を「我孫子

運

の大正・昭和文化遺産

営

」として、相互補完と

方

連携強化を進め、創造

針

的文化の歴史を体感す

・

る空間 座やイベントに

課

取り組んだ。また、計

の

画的な施設維持管理の

目

ため、公民
づくりを通

標

じて魅力向上を図る等

設

、さらに効果的な事業

定

運営に取り組みます。

書

館、図書館、市民体育

(

館、鳥の博物館の長寿

平

命化計画を策定した。

成

●スポーツの振興 ●文

3

化芸術活動への支援と

1

地域文化の継承では、

年

特に文化財保存活用地

度

・体育協会、スポーツ

)

少年団、スポーツ推進

部

委員など地域の人材と

コ

連携したイベントの実

ー

施、総合型地域スポー

ド

ツク 域計画の作成や、

1

文化祭や共催・後援の

6

見直しに取り組んだ。

部

ラブの活動支援などを

　

通して、子どもから高

名

齢者まで誰もが身近な

生

場所でスポーツを楽し

涯

み、健康な生活が送れ

学

るよ ●スポーツの振興

習

では、台風やコロナ禍

部

の下、連絡を密にしな

部

がら指定
う生涯スポー

長

ツの推進を図ります。

名

また、生涯スポーツを

木

支える指導者の育成に

下

関係団体等と連携し取

　

り組みます。 管理者制

登

度による体育施設の運

志

営、施設の修繕を行っ

子

た。また、総合型
・東

１

京２０２０参画プログ

．

ラムへの参加や関連事

部

業の実施など、東京２

の

０２０オリンピック・

運

パラリンピック競技大

営

地域スポーツクラブを

方

始めとしたスポーツ団

針

体の支援に取り組んだ

(

。
会の機運を高める事

予

業を関係各課や団体と

算

連携して取り組みます

編

。 ・東京２０２０オリ

成

ンピック・パラリンピ

・

ック関連イベントや市

実

制施行
・体育施設の整

施

備・充実を図るととも

計

に、学校体育施設開放

画

の適切な管理運営、民

策

間スポーツ施設の活用

定

や近隣市の ５０周年記

方

念事業の検討を進める

針

ことができた。
スポー

な

ツ施設との相互利用に

ど

よるスポーツ・レクリ

を

エーション活動の環境

踏

づくりに取り組みます

ま

。
・新たなサッカー場

え

整備に向けて五本松運

て

動広場の改修に取り組

、

みます。

課コード 06

基

課　名 図書館 課長名 宇

本

賀神　修

２．課の目標

計

（部の運営方針を受け

画

て課の取組方針を記入

の

） 部の運営方針に対す

分

る課の目標への取組結

野

果

　図書館は、次の６

別

つの重点項目を基本方

計

針として、市民の自主

画

的な活動を支援するこ

や

とに努めます。 ・市民

重

の多種多様な資料・情

点

報に対するニーズに応

ﾌ

えるため、図書等の
１

ﾟ

　市民１人ひとりの声

ﾛ

に耳を傾け、積極的に

ｼ

運営に反映させて、市

ﾞ

民の誰もが気軽に利用

ｪ

できる図書館をめざし

ｸ

ま リクエストを受け付

ﾄ

け、定期的にサービス

、

選定会議（一般・児童

所

）を開
す。 催し、資料

管

収集と図書館サービス

に

の向上に努めた。
２　

係

地域の情報発信基地と

る

して、地域・生活課題

部

の解決につながる資料

の

を充実させ、市民が自

運

ら考え判断していく材

営

・杉村楚人冠記念館と

方

連携して、郷土に関す

針

る講座を開催し、相互

に

に利
料を積極的に提供

対

していきます。 用促進

す

を図った。
３　子ども

る

をめぐる読書環境の向

課

上に努め、学校等との

の

連携をすすめます。 ・

目

農政課と連携して、野

標

菜作りに関する講座を

へ

開催した。
４　高齢者

の

・障害者へのサービス

取

を充実させます。 ・子

組

どもの図書館利用の促

結

進を図り、子どもが読

果

書の楽しみを享受する

　

５　図書館の整備充実

　

を図り、均等なサービ

分

スを展開します。 こと

野

ができるように、各種

別

おはなし会、子どもの

基

ための科学実験講座、

本

６　施設の適正な維持

計

管理に努めます。 よむ

画

よむラリー（文字活字

の

文化の日関連事業）、

目

「本を読んでおりがみ

標

　平成３１年度につい

を

ては、上記目標を踏ま

考

えつつ、快適に市民が

慮

図書館を利用できるよ

し

うに努めます。また、

て

市の まめ本をもらおう

、

！」（子ども読書の日

部

関連事業）等を実施し

の

た。また
子どもの読書

目

活動推進に関する施策

標

を総合的かつ計画的に

を

推進するため策定した

達

「子どもの読書活動推

成

進計画」に基 、学校図

す

書館・市民図書館連絡

る

会議を開催し、子ども

た

の読書環境の向上
づき

め

、すべての子どもがあ

の

らゆる機会と場所で自

方

主的に読書活動を行う

針

ことができるよう、学

を

校及び関係機関等との

記

に努めた。
連携を進め

入

、そのための環境整備

)

に取り組みます。 ・高

教

齢者・障がい者へのサ

育

ービスでは、市民スタ

大

ッフによる対面朗読サ

綱

　現移動図書館車は更

に

新後１７年が経過し不

基

具合も増えてきていま

づ

す。安全で確実な運行

き

のために、移動図書館

、

車を ービスの他、市内

市

音訳ボランティア団体

民

と協働でデイジー録音

が

図書の作
更新します。

生

車両に車椅子も利用可

涯

能なリフトを装備する

に

ことにより、障害者の

わ

利用や、高齢者・障害

た

者施設への移 成・貸出

っ

を実施し、活字による

て

読書が困難な市民への

生

サービスの充実に
動図

き

書館車での巡回を推進

生

します。また、子ども

き

の読書活動を推進する

と

ため市内各学校への巡

く

回や貸出し等のサービ

ら

努めた。
スを行うなど

す

、活用の幅を広げてい

た

きます。 ・本市で育つ

め

すべての子どもたちが

の

、読書の楽しみを知り

学

、自ら考え、
課題解決

習

できる自立した人間に

体

成長し、豊かな人生が

制

送れるよう、あら
ゆる

の

機会と場所において、

充

自主的に読書活動がで

実

きる環境を整え、図書

を

館・学校等関連機関が

図

連携し、子どもの読書

る

活動を推進していくた

施

めに
、我孫子市におけ

策

る子どもの読書活動推

や

進に関する状況調査を

事

行った。
また、「子ど

業

もの読書連続講座」を

を

開催し、現代の子ども

推

たちを取り巻
く環境や

進

、絵本の読み聞かせに

し

ついて、講師にお話し

ま

いただいた。
・布佐分

す

館の点字ブロック・タ

。

イル、アビスタ本館の

・

パティオの床等を
修繕

本

し、利用者にとって安

市

全・安心で快適な読書

で

環境の維持に努めた。

育

・移動図書館の新たな

つ

展開として、並木小学

す

校への巡回を開始した

べ

。
・移動図書館車の更

て

新のため、コミュニテ

の

ィ助成事業に応募した

子

が、平
成３１年度につ

ど

いては、不採択となっ

も

た。
・図書館開館４０

た

周年記念原画展を開催

ち

した。画家の大社玲子

が

さんが我
孫子市民図書

、

館のために描いたオリ

読

ジナル挿絵の原画２７

書

点をアビスタ
で展示し

の

た（１０月２２日～３

楽

１日、１２月１日～２

し

５日）。
・布佐分館第

み

１会議室において、「

を

野崎信一　成田線水彩

知

百選展」を実
３．課の

り

目標を達成する上での

、

課題と対応（人員の配

自

置、組織のあり方など

ら

）
施（２０２１年成田

考

線開業１２０周年記念

え

プレイベント）（２月

、

４日～
　市民の誰もが

ま

気軽に心ゆくまで図書

た

館を利用できるように

、

するため、資料の収集

第

及び老朽化した施設の

三

維持・整備 １６日）　

次

を、財政課、企画課、

生

資産経営課等と協議し

涯

ながら、計画的に進め

学

る必要があります。ま

習

た、限られた予算で一

推

定の
サービスを維持す

進

るために、長年の研修

計

・経験で培われた専門

画

的な知識を有する職員

に

を育成・配置し、市役

掲

所各課と
連携し、相乗

げ

効果が上がるように事

る

業を行っていくことが

「

必要です。

４．原因分

学

析・改善策

（課長） （

び

部長）
・移動図書館車

、

の更新については、助

活

成事業の応募と伴わせ

か

て、他の有効な方法を

し

検討していく ・移動図

、

書館車両については、

つ

助成事業に3年応募し

な

続けているが不採択と

が

なっている。学校へ
。

る

の巡回や学校図書館と

ま

の連携など移動図書館

ち

必要性が高いため、手

　

法について再検討して

我

早期に
更新できるよう

・

努めていく。

５．課の

孫

目標を達成するために

・

取り組む事務事業

事務

子

事業名（個別事業） 重

」

プ 施策 指標 単位 現況値

の

目標値 実績値 達成率(

基

％) 評価該当 コード

1

本

カウンターサービス（

方

貸出・返却・予約・案

針

内・調べもの・配架等

を

重無 51101 市民１

踏

人あたりの貸出冊数（

ま

全館分） 冊 7.4 8.

え

2 7.4 90.24 現

、

状

2 ハンディキャップ

市

サービス（図書館利用

民

に障害がある方へのサ

一

ービ 重無 51101 宅

課

配、郵送、対面朗読各

題

サービス年間利用件数

解

（合計） 件 1,195

決

1,285 1,195

で

93 現状

3 施設・団体

き

への貸出サービス 重無

る

51101 年間団体貸

自

出冊数 冊 31,350

立

32,270 31,3

し

50 97.15 現状

4

た

移動図書館業務(委託

人

) 重無 51101 移動

間

図書館巡回ステーショ

に

ン年間貸出冊数合計 冊

成

21,601 20,4

長

00 21,601 10

し

5.89 現状

5 読書普

、

及活動（講師派遣・出

豊

前講座） 重無 5110

か

1 出前講座及び職員派

な

遣先、出張おはなし会

人

、離乳食教室での読み

生

人 1,202 1,08

が

0 1,202 111.

送

3 現状

6 図書館会議室

れ

及び展示スペースの提

る

供 重無 51102 布佐

よ

分館会議室の利用回数

う

（年間） 回 110 13

、

5 110 81.48 現

あ

状

7 図書館ＰＲ 重無 5

ら

1102 ホームページ

人

の年間アクセス数 千件

ひ

1,374 1,444

と

1,374 95.15

り

現状

8 実習生受入れ・

が

施設見学（一般・児童

生

・生徒） 重無 5110

涯

2 アビスタ探検隊参加

に

者・図書館見学等参加

わ

者・実習生受入人数の

た

人 987 1,110 9

っ

87 88.92 現状

9

て

図書館の情報化推進 重

学

無 51103 インター

習

ネット及び館内検索コ

を

ンピュータからの予約

継

（リクエス 千件 97 9

続

9 97 97.98 現状

し

10 図書館施設・設備

、

維持管理 重無 5110

そ

3 施設の安全性達成率

の

（修繕実施個所／安全

成

確保のための必要修繕

果

% 100 100 100

を

100 現状

活かし、学習を通してつながるまちを目指して、関係各課との ゆる機会と場所において、自主的に読書活動ができる環境を整え、図書
密接な連携のもとに、生涯学習施策の推進に取り組みます。 館・学校等関連機関が連携し、子どもの読書活動を推進していくために
●生涯学習環境の充実 、我孫子市における子どもの読書活動推進に関する状況調査を行った。
・公民館、図書館、鳥の博物館などでは、市民の学習ニーズに対応した学習機会を提供するとともに、地域特性や社 また、「子どもの読書連続講座」を開催し、現代の子どもたちを取り巻
会動向に配慮した学習機会の充実に努めます。また、学習情報の提供・学習相談等により、自主的な学習活動を支援 く環境や、絵本の読み聞かせについて、講師にお話しいただいた。
します。平成３２年の市制施行５０周年に向けて、記念事業の実施を検討・準備します。 ・移動図書館の新たな展開として、並木小学校への巡回を開始した。
・「我孫子市子ども読書活動推進計画」に基づき、すべての子どもがあらゆる機会と場所で自主的に読書活動を行う ・布佐分館の点字ブロック・タイル、アビスタ本館のパティオの床等を
ことができるよう、学校



管理 重無 51103 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料）に対する最終不明資料の割 ％ 0.2 0.07 0.2 35 現状

12 市外図書館・大学・関係機

５

関との連携協力 重無 5

．

1201 年間相互貸借

課

冊数 冊 7,263 8,

の

550 7,263 84

目

.95 現状

標

13

を

成人・青少年へのサー

達

ビス 重無 51101 年

成

間貸出利用者数（１２

す

歳以下・団体利用は除

る

く） 千人 240 267

た

240 89.89 現状

めに

14 郷土行政資

取

料サービス 重無 511

り

01 郷土行政資料（我

組

孫子資料・千葉県資料

む

）の年間貸出冊数 冊 2

事

,967 3,990 2

務

,967 74.36 現

事

状

業

15 児童への

事

サービス 重無 5110

務

1 児童書の貸出冊数 冊

事

204,093 223

業

,480 204,09

名

3 91.32 現状

（個

16 子どもの読書活

別

動推進計画の進行管理

事

重無 51201 学校図

業

書館との連携による授

）

業支援 回 73 30 73

重

243.33 現状

施 施

17 図書館の整備 重

策

無 51103 作成完了

指

％ 100 100 100

標

100 現状

単位 現況値 目標値 実績値 達成率(％) 評価該当 コード

11 図書館資料


